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Hanako loves Tokyo 
東京を、おいしく生きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

「東京で、おいしいモノを食べたい」 
「東京生活を“おいしく”楽しみつくしたい」 

あたらしいHanako は、 
東京を貪欲に楽しむ女子のための雑誌です。 

 
「食」と「東京」のテーマに強い誌面づくりで信頼を集め 

創刊から 28周年を迎えたHanako。 

あたらしいHanako でも、そのコンセプトは基本的には変わりません。 

ですが、既存の情報誌やウェブのような単なる情報の羅列ではなく 

より多くの「食好き」「東京好き」な人々をも巻き込んだ 

ユニークな視点から選び抜かれた“リコメンド”で、東京のライフスタイルを彩ります。 

 

「量」より「質」、そして一番大事なのは「熱」。 

ていねいに、リアルに、そして軽やかさとケレンミを加えた雑誌作りで 

まだまだ欲望を内に秘めた、女性たちのココロを解放します。 

アートディレクションも、よりポップに、より都会的に。 

Hanako と一緒にいると、うっかりどこか楽しいところに連れてってくれる。 

そんな存在に、Hanako はなります。 

 

2018 年の創刊 30周年、2020年の東京オリンピック、 

ここからが、Hanako と東京がもう一度、輝く時。 

数多くの東京を代表するブランドとも手を取り合い、 

世界に向けて「TOKYO」を発信していく存在を目指します。 
 

 
 
 
 
 
 



 
友達と、パートナーと、家族と、自己研鑽に… 

あたらしいHanako の読者は、 
働いて得たお金を人生の楽しみに費やす 

賢く、軽やかで、こだわりの強い女性たちです。 
 

あたらしいHanako の読者は、20代後半から 30代後半の女子が中心。 

職業も、OLからクリエイティブ職の女子までさまざま。 

そこに共通するのは、働いて得たお金を自分の人生の楽しみに 

少しでも多く使いたいと思っている、軽やかで、こだわりの強い女性たち。 

その貪欲さ＝浪費、というわけではありません。 

貪欲だからこそ、賢く、気持ちよく、お金を使いたい。 

だから安くて旨いバルが気になるし、記念日を祝いたい贅沢レストランを知りたいし、 

ひとり読書に没頭できるカフェを知りたいし、休みに張り切って行く旅先を知りたい。 

あたらしいHanako は、そんな彼女たちの期待に応える雑誌です。 

 
あたらしいHanako は 

リージョナル誌という言葉では括れません。 
世界を代表する大都市・東京での生活に欠かせない 
シーンを提案する、シティライフスタイル誌です。 

 
「食」はいまや、ライフスタイルの中心を成す大きなカルチャー。 

Hanako が「食」を中心テーマに掲げる理由です。 

だがしかし都市生活者は、それだけでは満足しません。 

旬の食材を求めて国内旅行に出かけるし、気軽に行ける海外も大好き。 

長く愛せるバッグや靴も欲しいし、本や音楽だって気になります。 

人気企画「銀座」「鎌倉」「京都」「スイーツ」「ベストレストラン」などは 

さらに磨きをかけ、今までになかった個性を持ったテーマも混ぜていきます。 

変わりゆく東京の動きに最も敏感な感性を持つ雑誌として、 

時代を読みながら柔軟に特集テーマの設定をしていきます。 

レギュラーページには、東京を彩る著名人も登場し、 

ビューティー、家電、クルマ、ファッション、アルコールなど 

都市生活に欠かせない要素を含んだ充実のラインナップを企画中です。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【編集長紹介】 

 

田島朗（たじま ろう） 

1974 年生まれ、41歳。1997年株式会社マガジンハウス入社。 

宣伝部を経て 1998年『BRUTUS』配属。 

2010 年『BRUTUS』副編集長、2016年『Hanako』編集長。 

 

BRUTUSでの主な担当編集／「「おいしい酒場」「もっと！おいしい酒場」「お取り寄せ

＆手みやげ（2011～）」「うまい肉」「あんこ好き」「キャンプしようよ」日本人のいない

リゾート」「たったひとつのホテルがある島へ」「やめられませんネ♥バリ島は」「島で暮

らすとしたら」「一世一代の旅、その先の絶景へ」「わざわざいきたくなるホテル」「子供

をつくろう」「夢の値段」「美しい言葉」「オトナな女は、美しい」「男だってディズニー」

「犬だって」「この本があれば、人生だいたい大丈夫」「読書入門」「夢中の小説」etc. 

 

 

 


